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両
締
約
国
が
損
害
、
負
傷
又
は
死
亡
に
つ
い
て
責
任
を
負
い
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
の
程
度
を
相
互
に

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
各
締
約
国
は
、
解
決
の
た
め
に
合
意
さ
れ
、
又
は
裁
判
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
た
額
の
う
ち
自
国
の
責
任
の
程
度
に
相
当
す
る
部
分
を
負
担
す
る
。

両
締
約
国
が
損
害
、
負
傷
若
し
く
は
死
亡
に
つ
い
て
責
任
を
負
い
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
の
程
度
を
相

互
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
損
害
、
負
傷
若
し
く
は
死
亡
が
両
締
約
国
に
よ
っ
て
生
じ
、か
つ
、

当
該
損
害
、
負
傷
若
し
く
は
死
亡
に
つ
い
て
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
責
任
と
し
て
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
解
決
の
た
め
に
合
意
さ
れ
、
又
は
裁
判
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
額
は
、
両
締
約
国
が
均
等
に
分
担

す
る
。

⒡

こ
の
５
の
規
定
に
従
っ
て
処
理
す
る
各
請
求
で
あ
っ
て
⒠
の
規
定
に
よ
る
比
率
に
基
づ
く
分
担
案
が
⒟
の
規
定

に
従
っ
て
受
諾
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
接
受
国
が
直
前
の
六
箇
月
の
期
間
内
に
支
払
っ
た
額
の
明
細
書
は
、
償
還

の
要
請
及
び
支
払
の
明
細
と
と
も
に
六
箇
月
ご
と
に
派
遣
国
に
送
付
す
る
。
当
該
償
還
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か

に
、
か
つ
、
派
遣
国
が
当
該
明
細
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
遅
く
と
も
二
箇
月
以
内
に
接
受
国
の
通
貨
で
行
う
。

⒢

請
求
を
満
た
す
額
の
接
受
国
に
よ
る
支
払
（
合
意
に
よ
る
解
決
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
接
受
国
の

権
限
の
あ
る
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。）又
は
支
払
を
認
め
な
い
旨

の
接
受
国
の
権
限
の
あ
る
裁
判
所
に
よ
る
確
定
し
た
裁
判
は
、
両
締
約
国
に
対
し
拘
束
力
を
有
す
る
最
終
的
な
も

の
と
す
る
。

⒣

訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
協
力
活
動
に
関
連
す
る
公
務
の
執
行
か
ら
生

ず
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
接
受
国
に
お
い
て
そ
の
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
判
決
の
執
行
手
続
に
服
さ
な
い
。

６

５
の
規
定
は
、
次
の
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

⒜

民
間
の
保
険
に
よ
る
塡
補
の
対
象
と
な
る
車
両
の
使
用
か
ら
生
ず
る
請
求
権
（
当
該
保
険
に
よ
る
塡
補
の
対
象

と
な
る
範
囲
に
限
る
。）

⒝

契
約
に
よ
る
請
求
権
。
契
約
か
ら
生
ず
る
請
求
権
は
、
関
連
す
る
契
約
の
内
容
に
従
っ
て
処
理
す
る
。

⒞

船
舶
の
航
行
若
し
く
は
運
用
若
し
く
は
貨
物
の
船
積
み
、
運
送
若
し
く
は
陸
揚
げ
か
ら
生
じ
、
又
は
こ
れ
ら
に

関
連
し
て
生
ず
る
財
産
に
対
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
請
求
権
（
５
⒠
の
規
定
が
３
に
規
定
す
る
請
求
権
に
適
用
さ

れ
る
範
囲
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
両
締
約
国
が
相
互
に
決
定
す
る
海
事
に
関
す
る
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

７

両
締
約
国
は
、
関
係
当
事
者
の
間
で
解
決
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
協
力
活
動
に
関
連
す

る
請
求
権
で
あ
っ
て
こ
の
条
の
他
の
規
定
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
（
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
の
公

務
執
行
中
以
外
の
作
為
又
は
不
作
為
で
あ
っ
て
、
接
受
国
の
領
域
に
お
い
て
負
傷
若
し
く
は
死
亡
を
も
た
ら
し
、
又

は
財
産
に
対
す
る
損
害
を
与
え
た
も
の
か
ら
生
ず
る
請
求
権
を
含
む
。）に
つ
い
て
協
議
す
る
。

８

両
締
約
国
は
、
接
受
国
の
権
限
の
あ
る
裁
判
所
が
請
求
に
つ
い
て
裁
判
す
る
過
程
に
お
い
て
決
定
す
る
場
合
を
除

く
ほ
か
、
請
求
権
が
公
務
執
行
中
の
作
為
又
は
不
作
為
か
ら
生
じ
た
も
の
か
公
務
執
行
中
以
外
の
作
為
又
は
不
作
為

か
ら
生
じ
た
も
の
か
に
つ
い
て
協
議
し
、
及
び
相
互
に
決
定
す
る
。

９

一
方
の
締
約
国
が
こ
の
条
に
規
定
す
る
請
求
に
つ
い
て
の
通
知
を
受
領
し
た
場
合
に
は
、当
該
一
方
の
締
約
国
は
、

で
き
る
限
り
速
や
か
に
他
方
の
締
約
国
に
通
報
す
る
。

10

両
締
約
国
は
、
自
国
の
法
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
こ
の
条
に
規
定
す
る
請
求
の
公
平
な
審
理
及
び

処
理
の
た
め
、
関
連
情
報
の
提
供
並
び
に
証
拠
の
収
集
及
び
提
出
に
つ
い
て
協
力
す
る
。

11

派
遣
国
は
、
接
受
国
の
要
請
に
よ
り
、
接
受
国
の
法
令
に
基
づ
き
強
制
執
行
を
行
う
べ
き
私
有
の
動
産
で
あ
っ
て

訪
問
部
隊
又
は
文
民
構
成
員
が
使
用
し
て
い
る
区
域
内
に
あ
る
も
の
を
接
受
国
が
差
し
押
さ
え
る
こ
と
を
援
助
す

る
。

12

派
遣
国
は
、
５
⒣
に
定
め
る
範
囲
を
除
く
ほ
か
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
に
対
す
る
接
受
国
の
裁

判
所
の
民
事
裁
判
権
か
ら
の
免
除
を
請
求
し
て
は
な
ら
な
い
。

13

こ
の
条
の
規
定
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
前
に
生
じ
た
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

14

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、

⒜

「
文
民
要
員
」
と
は
、
派
遣
国
に
つ
い
て
は
文
民
構
成
員
を
い
い
、
接
受
国
に
つ
い
て
は
接
受
国
の
部
隊
に
雇

用
さ
れ
、
又
は
当
該
部
隊
に
勤
務
す
る
接
受
国
の
文
民
た
る
職
員
（
当
該
部
隊
又
は
当
該
部
隊
に
代
わ
る
者
に
雇

用
さ
れ
る
契
約
者
を
除
く
。）を
い
う
。

⒝

「
重
過
失
」
と
は
、
明
白
な
危
険
の
重
大
な
軽
視
を
い
う
。

第
二
十
四
条

１

一
方
の
締
約
国
が
事
故
又
は
事
件
の
通
知
を
受
領
し
た
場
合
に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
は
、
で
き
る
限
り
速
や

か
に
他
方
の
締
約
国
に
通
報
す
る
。
通
報
す
べ
き
事
故
又
は
事
件
は
、
両
締
約
国
が
相
互
に
事
前
に
決
定
す
る
。

２

両
締
約
国
は
、
公
用
車
両
又
は
派
遣
国
が
所
有
す
る
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
若
し
く
は
専
ら
訪
問
部
隊
及
び
文
民

構
成
員
の
使
用
若
し
く
は
役
務
の
た
め
の
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
が
関
係
す
る
接
受
国
に
お
け
る
事
故
又
は
事
件
に

関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
的
な
要
件
に
従
い
、
相
互
に
協
力
し
て
必
要
な
行
政
上
の
調
査
を
行
う
た
め
の
手
続
を
定

め
る
。

第
二
十
五
条

１

各
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
接
受
国
に
お
け
る
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
の
死
亡
を
遅

滞
な
く
通
報
す
る
。
接
受
国
は
、
派
遣
国
に
対
し
て
合
理
的
な
事
前
の
通
報
を
行
う
こ
と
な
く
死
亡
者
を
特
定
す
る

事
項
が
公
表
さ
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
。

２

両
締
約
国
は
、
死
亡
事
案
に
関
す
る
そ
の
他
の
全
て
の
事
項
（
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
の
遺
体
及

び
そ
の
関
連
す
る
身
回
品
の
特
定
、
処
理
、
送
還
及
び
処
分
を
含
む
が
、
こ
れ
ら
に
限
定
さ
れ
な
い
。）の
た
め
の
手

続
を
定
め
る
。

第
二
十
六
条

両
締
約
国
は
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
に
与
え
ら
れ
る
特
権
の
濫
用
又
は
悪
用
を
防
止
し
、
並
び
に

こ
の
協
定
に
よ
り
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
に
課
さ
れ
る
義
務
の
適
切
な
履
行
を
確
保
す
る
た
め
に
協
力

す
る
。

第
二
十
七
条

１

こ
の
協
定
の
実
施
に
関
し
て
相
互
間
の
協
議
を
必
要
と
す
る
全
て
の
事
項
に
関
す
る
両
締
約
国
間
の
協
議
機
関
と

し
て
、
合
同
委
員
会
を
設
置
す
る
。

２

合
同
委
員
会
は
、
そ
の
手
続
規
則
を
定
め
る
。
合
同
委
員
会
は
、
特
定
の
問
題
を
取
り
扱
う
作
業
部
会
を
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

３

合
同
委
員
会
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
要
請
に
よ
り
い
つ
で
も
会
合
す
る
。

４

合
同
委
員
会
は
、
各
締
約
国
の
代
表
者
を
そ
の
共
同
議
長
と
す
る
。

５

合
同
委
員
会
は
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
適
当
な
経
路
を
通
じ
た
更
な
る
検
討
の
た
め

に
、
そ
の
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
締
約
国
の
政
府
に
移
す
も
の
と
す
る
。

６

両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
を
実
施
す
る
た
め
、
合
同
委
員
会
を
通
じ
た
両
締
約
国
間
に
お
け
る
協
議
の
後
、
取
決

め
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
八
条

こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
実
施
に
関
す
る
紛
争
は
、
両
締
約
国
が
相
互
に
別
段
の
決
定
を
行
う
場
合
を
除
く
ほ
か
、
両

締
約
国
間
の
協
議
及
び
交
渉
に
よ
っ
て
の
み
解
決
す
る
。

第
二
十
九
条

１

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
が
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
手
続
を
完
了
し
た
旨
を
相
互
に

通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
を
交
換
し
た
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
間
の
書
面
に
よ
る
合
意
に
よ
っ
て
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
正
は
、
両
締
約
国
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
手
続
に
従
っ
て
承
認
さ
れ
る
も
の
と
し
、
両
締
約
国
が
合
意
す
る
日
に
効
力
を
生
ず
る
。
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